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１ .研究の背景と目的 

 現在の我が国における市街地規模の集合住宅計画

は、高層化・標準化計画による供給中心の計画が行わ

れてきた。しかし、集住体という新しい居住環境に対

する、有効な都市・計画手法はいまだ構築されておら

ず、早急な建築、計画手法の資料となる研究が必要で

ある。  

 これまでの研究においては、法規的なカテゴリから

近隣住民意識と中庭の開放度について分析し、類型化

することで中庭型のデザイン特性と認知領域の構成に

ついて考察した。 

 さらに高さの異なる集住体に対する計画手法として、

幕張ベイタウンの沿道中庭型中層・高層・超高層住棟

の居住者における認知特性及び配置計画と認知領域と

の構成を考察した。また、既関連研究では幕張ベイタ

ウンにおいて垂直方向に起因する認知領域の変化要因

とその構造を分析し、変位層という概念を抽出し、垂

直方向に起因した認知に基づく集合住宅の計画の手法

を提示している。 

 以上を踏まえ、本稿は「幕張ベイタウン」に建つ集

合住宅の居住者を対象とし、各住棟で居住者の認知領

域の変化を沿岸側と内陸側に分けて調査・分析・考察

する。居住者の居住配置と認知領域の構成との関係性

を把握することを目的とする。 

 

２ 調査・分析概要 

２．１．研究調査対象地域 
 対象敷地は、日本における集住体としての先進モデ

ルである、幕張ベイタウンとする。（図１）この地域

では、欧米型の地区計画の一つである沿道中庭型住棟

を元とした、街区単位での都市計画が成されている。

面積８４ha、計画人口２万６千人、計画戸数９,６００

戸の集住体が計画され、以後２０年以上の段階的な開

発によって国際業務都市を意図した地区計画が行われ

た。 

２．２．調査概要 
□調査期間  

第１回調査 ２０１０年８月、９月 

第２回調査 ２０１２年７月、８月 

□調査内容：以下の項目について調査を行った 表１) 

 
図 1 調査対象地域 

 

表１ 調査内容 
No. 調査内容

1 属性調査

2 日常ルート調査

3 行動範囲の認知領域調査

4 認知領域構成要素調査＊１）

5 構成要素の可視意識調査

6 近隣住民と認識する意識範囲調査

7
にぎわい・わたしのまち・ランドマーク・身近な水辺・
身近な緑地の認知領域調査

8 以前に居住していたまち、住まいとの比較調査

9 ベイタウンに住まい始めてからのまち・住まいの変化調査  
 

表２ 各住棟被験者数 
No. 住棟名 沿岸側 内陸側 合計
1 西の街 10 2 12
2 パークタワー 26 12 38
3 ファーストウイング 10 4 14
4 グランアクシブ 5 9 14
5 サウスコート 8 4 12
6 ミラリオ 7 9 16
7 ミラマール 10 4 14
8 ビーチテラス 8 11 19

84 55 139全住棟  
□調査方法：居住者の認知領域を明らかにするために

調査対象者を１３歳以上・居住年数３年以上の居 

住者に対し現地にて圏域図示法＊2）によるアンケート

調査を行った。アンケートは偏りをなくすために幕 

張ベイタウン各所で調査を行った。 

＊1）構成要素：各認知領域の構成要素、点的要素、線的要素、面的要素、時間変動要素に分類する。構成要素間相互のまとまりを
分析することは地域における認知領域の把握において重要である。 
＊2）圏域図示法：この方法は、対象地域を認知している被験者を対象とした場合に有効であり、自己の住居の周辺地区などの比較
的限定された小地域の空間を対象とした研究に適している。認知の有無や広がりなどの量的な側面だけでなく、被験者の内部にある
空間の切れ目を示してもらうことにより、間接的にその構造を探ろうとするものである。 
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順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 ベイタウン 12 12.63%

2 自宅マンション 11 11.57%

3 近隣マンション 9 9.47%

4 学校 9 9.47%

5 知人宅 6 9.47%  
図 2 構成要素上位表 認知領域図「近隣住民」沿岸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 ベイタウン 19 13.38%

2 駅 18 12.67%

3 散歩 8 5.63%

4 通勤・通学路 7 4.90%

5 美浜プロムナード 7 4.90%  
図 3 構成要素上位表 認知領域図「行動範囲」沿岸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 ベイタウン 23 20.35%

2 海 16 14%

3 幕張の浜 13 11.50%

4 花見川 10 8.84%

5 公園 6 5.30%  
図 4 構成要素上位表 認知領域図「わたしのまち」沿岸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 比率

1 自宅マンション 13 22%

2 近隣マンション 7 11.86%

3 知人宅 5 8.47%

4 他の建物 5 8.47%

5 ベイタウン 5 8.47%  
図5 構成要素上位表 認知領域図「近隣住民」内陸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 散歩 12 12.50%

2 駅 10 10.40%

3 公園 7 7.29%

4 買い物 6 6.25%

5 病院 6 6.25%  
図6 構成要素上位表 認知領域図「行動範囲」内陸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 ベイタウン 21 29%

2 駅 9 12.32%

3 飲食店含む店舗 6 8.21%

4 行動範囲 4 5.47%

5 建物 2 2.70%  
図7 構成要素上位表 認知領域図「わたしのまち」内陸側 
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順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 海 31 38.75%

2 花見川 21 26.25%

3 幕張の浜 7 8.75%

4 公園の池 4 5%

5 近場 3 3.75%  
図8 構成要素上位表 認知領域図「身近な水辺」沿岸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 幕張海浜公園 31 39.75%

2 花見川緑地 15 19.23%

3 美浜園 9 11.53%

4 美浜の浜 5 6.41%

5 美浜プロムナード 3 3.84%  
図9 構成要素上位表 認知領域図「身近な緑地」沿岸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 駅 19 22.89%

2 美浜プロムナード 15 18.07%

3 店舗 11 13.25%

4 アウトレット 10 12.04%

5 幕張メッセ 7 8.43%  
図10 構成要素上位表 認知領域図「にぎわい」沿岸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 海 31 25%

2 海浜幕張公園 28 22.58%

3 花見川 23 18.54%

4 幕張の浜 8 6.45%

5 美浜園 5 4.03%  
図11 構成要素上位表 認知領域図「身近な水辺」内陸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 海浜幕張公園 48 37.50%

2 花見川緑地 16 12.50%

3 駅前 15 11.75%

4 美浜園 12 9.37%

5 幕張の浜 7 5.47%  
図12 構成要素上位表 認知領域図「身近な緑地」内陸側 

 
順位（上位５項目） 項目 度数 ％

1 駅 24 20.86%

2 店舗 17 14.78%

3 美浜プロムナード 14 12.17%

4 ツインタワー 13 11.30%

5 マリンスタジアム 12 10.43%  
図13 構成要素上位表 認知領域図「にぎわい」沿岸側 
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２．３．分析方法 

 アンケート調査の結果より、「にぎわい」「わたし

のまち」「近隣住民」「行動範囲」「身近な水辺」「身

近な緑地」の６つの項目の認知領域の把握を行う。各

認知領域図を作成し、選出した８つの住棟を各項目に

まとめ、分析する。なお、認知領域図は各住棟沿岸側・

内陸側の２方向で分け、方向による認知領域の違いを

比較する。 

 

３．居住棟ごとの認知領域図の分析・考察 

調査より被験者の「近隣住民」「行動範囲」「わた

しのまち」「身近な水辺」「身近な緑地」「にぎわい」

の認知領域図を作成する。認知領域図のプロットは認

知領域の構成要素を表し、パーセンテージは各認知項

目の領域を重ねた時、被験者の何％がその領域を認知

しているかを表している（以降認知強度と呼ぶ）。表

の％は認知度＊３）を表している。認知領域図及び認知

領域構成要素項目上位表（属性別）から、居住者の広

がりとその構成要素について沿岸側と内陸側に分けて、

次のように分析する。 

□近隣住民意識（図２・図５参照） 

沿岸側内陸側ともに、ベイタウン内で認知領域の広

がりは収まっている。沿岸側は、内陸側よりも認知強

度が高い領域が広範囲である。要因として、構成要素

上位表から沿岸側では、ベイタウンが第１位にきてい

ることが挙げられる。また、沿岸部内陸部ともに上位

に自宅マンション・近隣マンションがあることから、

居住位置周辺の認知度が高くなっていることがわかる。 

□行動範囲（図３・図６参照） 

 沿岸側の認知領域の範囲は、内陸側に比べ広範囲に

及んでいる。沿岸側においては、行動範囲の領域はベ

イタウン内のみならず磯辺地区へと広がっている。 

内陸側は、90％以上の認知度をもつ領域が沿岸側に比

べ広範囲に及んでいる。構成要素上位表の第２位に駅

があることから、沿岸側内陸側どちらも駅方向に認知

領域が寄っている傾向にある事がわかる。 

□わたしのまち（図４・図７参照） 

 内陸側は、沿岸側よりも認知強度が高い領域が広範

囲である。また沿岸側の住民は、構成要素上位表の第

２位に海があることから海をわたしのまちの領域と捉

えている事がわかる。 

□身近な水辺（図８・図１１参照） 

沿岸側は、内陸側に比べ認知領域が広範囲でその領

域は東京湾へと広がりを見せている。内陸側は、花見

川で認知強度が高い領域が広くなっている事がわかる。

構成要素上位表の第１位は、沿岸側内陸側どちらも海

となっている。公園の池・美浜園が、上位に挙がって

いることから、ベイタウン内においても認知領域が広

がっている。 

 

 

□身近な緑地（図９・図１２参照） 

沿岸側内陸側ともに、海浜幕張公園Ｂの認知強度が

高い。内陸側は、沿岸側に比べて認知領域が広く、花

見川緑地の認知強度が高い。構成要素上位表から内陸

側は、駅前も緑地として認識している傾向がある事が

わかった。 

□にぎわい（図１０・図１３参照） 

沿岸側内陸側ともに、駅前と美浜プロムナードに認

知強度が高い。沿岸側は内陸側に比べ認知度が高い領

域が広範囲である。構成要素上位表は、沿岸部内陸部

どちらも上位に、駅・店舗・美浜プロムナードが挙がっ

ている。 

 

４．まとめ 

本稿では、地域と高層・超高層住宅間の相互の関係

性より、居住者の居住環境と意識について、認識のプ

ロセスとしての環境認知に着目し考察を行った結果を

以下に示す。 

１）居住者の認知領域は、住棟配置、沿岸側・内陸側

の居住方向の違いによって、異なる認知領域を形成す

ることがわかった。 

２）認知領域図を沿岸側と内陸側に分けて分析・考察

を行うことで、居住者の居住地配置と認知領域の関係

性を把握する事ができた。 
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